雇用保険被保険者に関する手続き一覧表
	手続きの内容
	提出期限
	必要書類等

	被保険者となる労働者を雇用したとき
	雇用した日の翌月１０日まで
	・労働者名簿

・出勤簿又はタイムカード

・賃金台帳

・雇入通知書、契約書

（パート雇用の場合）

	被保険者が氏名を変更したとき
	その都度速やかに
	・住民票、戸籍謄本等
（その事実が確認できる書類）

	被保険者が離職したとき
	離職した日の翌々日から起算して１０日以内
	・労働者名簿
・出勤簿又はタイムカード

・賃金台帳

・離職理由を確認できる資料

（退職願、解雇通知書、就業規則、雇用契約書等）

	被保険者が６０歳に達したとき
（高年齢雇用継続給付の支給申請）
	最初に支給を受けようとする支給対象月の初日から起算して４ヶ月以内
	・賃金台帳
・労働者名簿

・出勤簿又はタイムカード

・運転免許証、住民票、国民健康保険証等の写し

（年齢を確認できるもの）


※離職以外の理由による資格喪失

　被保険者であった者が離職以外の理由により被保険者でなくなった場合にも資格喪失届を、その理由の発生した日の翌々日から１０日以内に公共職業安定所に提出しなければなりません。
　離職以外の理由により被保険者の資格を喪失する例

(1) 被保険者が死亡したとき。

(2) ６５歳以降に短期雇用特例被保険者として雇用され、同一の事業主に引き続いて１年以上雇用されるに至ったとき。

(3) 国・都道府県・市町村などの臨時職員が正規の職員として採用され、法令や条例による退職手当の支給対象となったことにより、雇用保険の適用除外となったとき。

(4) その他雇用保険法上の被保険者とならない者（法人の役員となった場合など）になったときにも資格喪失届を提出しなければなりません。

注　　離職日当日には喪失手続きはできません。したがって、離職日の翌々日から１０日以内に提出しなければなりません。
